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令和 6年度 事業実施計画 

１ｉバス運行見直し 

 iバスは町内の移動を担う重要な交通機関であり、その維持のためにはより多くの方に

利用してもらうことが求められる。そのためには、iバスの利便性を向上させ、より利用し

やすい公共交通にしていく必要がある。今年度は「飯綱町地域公共交通計画」に基づき、i

バス定時定路線を主に運行見直しを実施する。 

 

（１）定時定路線の運行見直し 

定時定路線線について、利用が低迷しているダイヤについて運行計画を作成し、4～7 月

にかけて交通事業者と調整を行い、10月から実証運行を目指す。 

 

（２）予約型デマンドワゴンの利用者範囲の拡大 

移住・定住・関係人口創出に繋げる施策を展開する当町において、平日昼間に観光及び仕

事目的で来町された方の移動の一助として利用拡大を図るもの。suica導入に備え、定時定

路線の運行見直し開始と同時に実施する。 

 

（３）予約型デマンドワゴンのフルデマンド化検討 

定時定路線の運行見直しに合わせ、当町の現在の公共交通資源から最適な運行を開始で

きるよう、交通事業者と i バス予約受付センターとの協議・調整を行う。 

 

２．i バスヘルパー事業の継続 

飯綱町から飯綱町社会福祉協議会へ委託し、有償ボランティアによる乗降等サポートを行う。 

令和 6年度も、6名のボランティアにより週 2日（水曜日・金曜日）の午前に実施。 

バスヘルパーから受けた提言を iバスの改善に繋げるよう、運行事業者と飯綱町において協議

し、実施していくものとする。 

 

（１） suica導入に伴うヘルパーへの講習 

 現在のであるきバスカードの解約及び新カードの発行に伴う、バス利用者離れを防ぐべ

くバスヘルパーにも手続き方法の講習を行い、さらなる利用拡大に繋げる。 

 

３．町内バス停の整備 

町内バス停のうち、古くなったものを順次整備していく。 

今年度は、優先順位の高いバス停 10か所程度を更新する。 
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４．基幹交通を維持・活性化するための改善及び利用環境の

整備 

（１）貨客混載事業の実施 

飯綱町と長野市を結ぶ幹線である長電バス吉村・牟礼線への赤字補填が毎年増加傾向に

ある。吉村・牟礼線の存続に向けての検討を行い、長電バス、ヤマト運輸による貨客混載事

業を引き続き支援する。 

 

（２）牟礼線の存続に向けた改善検討 

牟礼線の利用状況が年々減少している。これに伴い、飯綱町の補助額が大きく増加している。

令和６年度は牟礼線の運行状況について、詳細な分析を行い、路線の縮小等も含め、牟礼線を

存続させるための検討を行う。 

 

 

令和６年度地域公共交通会議の開催と議題（予定） 

回 時期 議題 

１回 6月 17日 

・「地域間幹線系統確保維持計画」及び「地域内フィーダー系統

確保維持計画」の承認 

・昨年度事業の振り返りと今年度事業実施計画 

２回 8月上旬 ・iバス運行の見直しの方向性の提示 

３回 2月上旬 ・事業評価の報告 

 


